
今
回
訳
注
対
象
と
し
て
取
り
あ
げ
る
の
は
、
神
呪
の
名
前
を
そ
の
ま
ま
題
名
に
し
た
『
抜
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
神
呪
」

と
い
う
経
典
で
あ
る
。
こ
の
神
呪
（
題
名
の
『
抜
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
神
呪
・
一
と
区
別
す
る
た
め
、
以
下
、
神
呪
そ
の
も
の
を

「
得
生
浄
土
神
呪
」
と
表
記
す
る
）
は
、
現
在
の
臨
済
宗
で
は
、
「
往
生
呪
」
と
呼
ば
れ
、
葬
儀
の
際
に
唱
え
ら
れ
る
ほ
か
、
現

行
の
「
開
甘
露
門
」
（
Ⅱ
「
大
施
餓
鬼
」
）
の
な
か
に
含
ま
れ
る
陀
羅
尼
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
餓
鬼
の
追
薦
供
養
（
Ⅱ
施
餓
鬼

会
）
で
も
読
謂
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
最
初
に
、
「
抜
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
神
呪
」
と
、
こ
れ
に
つ
づ
い
て
収
載
さ
れ
る
『
阿
弥
陀
経
不
思
議
神
力
伝
』

に
つ
い
て
、
簡
単
に
説
明
し
て
お
こ
う
。

禅
と
浄
土
の
接
点

解
説

「
抜
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
神
呪
」
訳
注
Ｉ
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「
抜
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
神
呪
」
は
、
宋
版
・
元
版
・
明
版
な
ど
の
各
種
大
蔵
経
に
所
収
さ
れ
て
お
り
、
「
大
正
蔵
」

第
一
二
冊
（
『
Ｂ
‐
⑱
巴
。
～
⑭
巴
煙
）
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
「
高
麗
蔵
」
に
は
入
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。
訳
者
は
、

求
那
祓
陀
羅
（
三
九
四
～
四
六
八
）
で
、
訳
出
時
期
は
、
劉
未
の
元
嘉
年
間
（
四
二
四
～
四
五
一
一
一
）
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

求
那
践
陀
羅
が
訳
出
し
た
「
小
無
量
寿
経
』
に
、
こ
の
神
呪
が
見
え
る
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
「
小
無
量
寿
経
」
は
唐

代
の
時
点
で
既
に
失
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
現
在
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

神
呪
部
分
は
九
十
字
か
ら
成
る
。
こ
の
う
ち
、
「
往
生
呪
」
に
相
当
す
る
十
五
句
五
十
九
字
が
、
実
際
に
読
調
さ
れ
る
べ
き

神
呪
（
Ⅱ
「
得
生
浄
土
抑
呪
」
）
で
あ
り
、
あ
と
の
三
十
一
字
は
、
発
音
や
句
切
り
を
指
定
す
る
割
り
注
で
あ
る
。
こ
の
神
呪
部

分
の
あ
と
に
、
神
呪
を
読
調
す
る
効
果
に
つ
い
て
解
説
し
た
四
十
七
字
の
文
章
、
す
な
わ
ち
功
徳
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

神
呪
そ
の
も
の
の
内
容
は
、
「
阿
弥
陀
仏
説
呪
」
（
Ｈ
届
‐
⑭
囲
煙
１
ヶ
）
を
簡
潔
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
不
死
な
る
阿
弥

り
や
く

陀
仏
を
讃
歎
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
神
呪
に
つ
づ
く
功
徳
文
で
は
、
神
呪
の
読
説
に
よ
っ
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
利
益

が
も
た
ら
さ
れ
る
か
が
端
的
に
説
き
示
さ
れ
て
い
る
。

一
方
の
「
阿
弥
陀
経
不
思
議
神
力
伝
』
は
、
各
種
大
蔵
経
で
は
、
大
抵
、
「
抜
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
神
呪
』
と
一
緒
に

収
赦
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
「
筒
腿
蔵
」
に
は
入
蔵
さ
れ
て
い
な
ど
。
標
題
下
に
は
「
階
未
詳
作
者
」
と
あ
り
、
階
代
（
五
八
一

’
六
一
八
）
に
撰
述
さ
れ
た
作
者
不
明
の
文
章
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

内
容
を
一
言
で
い
え
ば
、
「
仏
説
阿
弥
陀
経
」
と
「
得
生
浄
土
神
呪
」
を
読
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
功
徳
に

つ
い
て
、
釈
道
珍
（
生
卒
年
不
詳
）
の
霊
験
譜
を
中
心
に
し
な
が
ら
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
前
後
に
は
、
浄
土

教
の
祖
師
た
ち
の
事
績
や
、
「
得
生
浄
土
神
呪
」
の
由
来
・
読
謂
法
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

恐
ら
く
、
「
阿
弥
陀
経
不
思
議
神
力
伝
」
は
、
当
初
か
ら
、
「
抜
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
神
呪
』
と
密
接
不
可
分
な
関
係
に

あ
り
、
双
方
不
分
巻
と
い
う
か
た
ち
で
、
「
仏
説
阿
弥
陀
経
」
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
「
仏
説
阿
弥
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こ
の
「
抜
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
神
呪
」
と
「
阿
弥
陀
経
不
思
議
神
力
伝
」
の
成
立
時
期
に
関
し
て
、
敦
煙
文
献
学
方
面

か
ら
の
注
目
す
べ
き
考
察
が
あ
る
。
廣
川
堯
敏
氏
の
「
阿
弥
陀
経
と
陀
羅
尼
」
で
あ
る
ｓ
講
座
敦
煤
７
敦
煤
と
中
国
仏
塾
大

東
出
版
社
、
’
九
八
四
、
廣
川
堯
敏
「
四
浄
土
一
一
一
部
経
」
所
収
ご
・
、
の
１
程
）
。

廣
川
氏
は
、
敦
煙
写
本
の
各
種
「
阿
弥
陀
仏
説
呪
」
と
、
ス
タ
イ
ン
本
三
一
七
の
『
仏
説
阿
弥
陀
経
」
末
尾
に
記
さ
れ
た

「
無
量
寿
仏
説
往
生
浄
土
呪
」
（
新
文
豊
出
版
公
司
「
敦
煙
宝
蔵
」
第
三
冊
や
、
、
下
段
・
目
唾
‐
農
浮
な
お
、
「
敦
爆
宝
蔵
」
は
、
以

下
「
敦
爆
」
と
略
記
す
る
）
の
現
存
状
況
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
「
得
生
浄
土
神
呪
」
が
、
宋
代
以
前
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ

る
こ
の
「
無
量
寿
仏
説
往
生
浄
土
呪
」
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
か
た
ち
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
氏

は
、
宋
代
以
後
の
注
釈
書
が
悉
く
「
抜
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
神
呪
」
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
、
文
献
へ
の
最
初
の
引
用
が
、

南
宋
期
の
王
日
休
（
？
～
一
一
七
一
一
一
）
の
「
龍
針
浄
土
文
』
（
巻
四
「
修
持
法
門
六
」
曰
ミ
ー
ョ
一
・
・
巻
六
「
勧
室
女
」
量
「
‐
図
＄
す
Ｉ

Ｃ
）
で
、
こ
れ
を
大
幅
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
根
拠
に
、
「
抜
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
神
呪
」
の
成
立

が
、
宋
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解
を
提
示
す
る
。

敦
爆
文
書
の
み
な
ら
ず
、
他
の
周
辺
資
料
に
よ
る
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
考
え
方
の
方
向
性
は
、
恐
ら
く

正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

従
来
、
蓮
澤
成
淳
氏
の
「
抜
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
神
呪
解
題
」
（
「
国
訳
一
切
経
」
《
宝
積
部
七
》
大
東
出
版
社
、
’
九
三

二
・
や
ｇ
『
～
、
）
の
よ
う
に
、
そ
の
訳
者
が
求
那
賊
陀
羅
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
解
説
す
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
近
年

陀
経
」
の
流
布
に
伴
っ
て
、
『
抜
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
神
呪
』
と
と
も
に
、
世
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

§
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で
は
、
こ
う
し
た
見
方
に
対
し
て
疑
問
視
す
る
声
が
、
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
廣
川
氏
の
考
察
に
拠
っ
て
も
、
「
求
那
践
陀
羅

訳
」
と
い
う
記
載
の
信
魑
性
は
、
や
は
り
低
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
方
、
成
立
時
期
に
関
し
て
い
え
ば
、
『
阿
弥
陀
経
不
思
議
神
力
伝
』
も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
体
裁
が
整
っ
た
時
期

を
安
易
に
晴
代
と
認
め
て
し
ま
う
に
は
、
少
な
か
ら
ず
問
題
が
あ
る
。

九
世
紀
中
頃
の
も
の
と
さ
れ
る
敦
煙
写
本
『
仏
説
阿
弥
陀
経
」
（
「
浄
土
五
会
念
仏
調
経
観
行
儀
」
巻
中
所
収
）
の
末
尾
に
は
、

「
阿
弥
陀
仏
説
呪
」
と
と
も
に
、
「
阿
弥
陀
経
不
思
議
神
力
伝
』
の
前
半
部
分
（
「
昔
長
安
僧
叡
法
師
」
ｌ
「
助
成
往
生
之
志
」
）
に

類
似
し
た
文
章
（
以
下
「
往
生
西
方
記
験
」
と
表
記
）
が
連
写
さ
れ
て
い
る
（
ペ
リ
オ
本
二
○
六
六
・
「
敦
煙
」
第
一
一
三
冊
ご
・
四
．
上

段
・
目
、
‐
届
仁
騨
Ｉ
す
）
。
他
方
、
先
の
ス
タ
イ
ン
本
三
一
七
の
「
仏
説
阿
弥
陀
経
」
末
尾
「
無
量
寿
仏
説
往
生
浄
土
呪
」
の
あ

と
に
は
、
「
阿
弥
陀
経
不
思
議
神
力
伝
」
の
後
半
部
分
（
「
龍
樹
菩
薩
願
生
安
養
」
ｌ
「
不
為
悪
鬼
神
所
惑
乱
」
）
に
類
似
し
た
文
章

（
以
下
「
龍
樹
菩
薩
願
生
安
養
、
夢
感
此
呪
・
…
：
」
と
表
記
）
が
連
写
さ
れ
て
い
る
（
「
敦
僅
」
第
三
冊
ご
・
、
、
下
段
・
『
Ｅ
‐
鷺
、
す
）
。

加
え
て
、
廣
川
氏
に
よ
る
と
、
各
種
敦
煙
写
本
に
は
、
「
往
生
西
方
記
験
」
（
ペ
リ
オ
本
二
○
六
六
・
北
京
本
「
秋
九
七
」
）
と
、

「
龍
樹
菩
薩
願
生
安
養
、
夢
感
此
呪
…
…
」
（
ス
タ
イ
ン
本
三
一
七
）
の
双
方
は
存
在
す
る
も
の
の
、
『
阿
弥
陀
経
不
思
議
神
力

伝
」
そ
れ
自
体
は
一
点
も
存
在
し
な
い
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
一
阿
弥
陀
経
不
思
議
神
力
伝
」
は
、
「
阿
弥
陀
仏
説
呪
」

に
つ
づ
く
「
往
生
西
方
記
験
」
と
、
「
無
量
寿
仏
説
往
生
浄
土
呪
」
に
つ
づ
く
「
龍
樹
菩
薩
願
生
安
養
、
夢
感
此
呪
…
…
」
と

を
も
と
に
し
な
が
ら
、
新
た
に
撰
述
さ
れ
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
阿
弥
陀
経
不
思
議
神
力
伝
」
が
、
北
宋
期
の
「
崇
寧
蔵
』
な
ど
に
入
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
る
と

（
「
法
宝
総
目
録
」
第
二
冊
所
収
「
唐
本
一
切
経
目
録
」
巻
上
「
養
一
二
」
）
、
こ
れ
が
、
早
く
て
十
一
世
紀
、
遅
く
と
も
十
二
世
紀
以

前
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
だ
が
、
敦
煙
文
書
を
手
が
か
り
と
し
た
考
察
か
ら
は
、
そ
の
成
立
時
期
が
晴
代
を

遙
か
に
下
る
と
い
う
こ
と
が
十
分
に
予
想
さ
れ
る
。
今
後
、
さ
ら
な
る
慎
重
な
検
討
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
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さ
て
、
日
本
臨
済
宗
現
用
の
「
往
生
呪
」
は
、
次
の
十
四
句
五
十
九
字
か
ら
成
る
。

ナ
ム
オ
ミ
ト
ボ
ヤ
ト
ト
ギ
ャ
ト
ヤ
ト
ニ
ヤ
ト
オ
ミ
リ
ッ
ポ
ミ
オ
ミ
リ
ト
シ
タ
ポ
ミ
オ
ミ
リ
ト
ピ
ギ
ャ
ラ
チ

南
無
阿
弥
陀
婆
耶
唆
馳
伽
多
耶
曉
賦
耶
唆
阿
弥
荊
都
婆
毘
阿
弥
剛
略
悉
耽
婆
毘
阿
弥
剛
侈
毘
伽
蘭
帝

オ
ミ
リ
ト
ピ
ギ
ャ
ラ
ト
ギ
ャ
ミ
ニ
ギ
ャ
ギ
ャ
ノ
シ
ト
ギ
ャ
リ
ソ
モ
コ

阿
弥
剛
唆
毘
伽
蘭
唆
伽
弥
臓
伽
伽
那
枳
嘆
伽
利
娑
婆
訶

訳
注
本
文
と
対
照
し
て
頂
く
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
宋
版
磧
砂
蔵
』
本
や
「
大
正
蔵
」
本
に
収
載
さ
れ
た
十
五
句
五
十
九

字
の
「
得
生
浄
土
神
呪
」
と
は
、
字
の
異
同
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
読
調
す
る
際
の
句
読
に
顕
著
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。
だ
が
、

時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
中
国
で
も
こ
の
十
四
句
五
十
九
字
と
い
う
形
式
が
次
第
に
定
着
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
明
代
初
期
の
大
佑
「
浄
土
指
帰
集
』
巻
上
「
行
法
門
第
五
」
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
「
往
生
神
呪
」
（
国
Ｓ
ｍ
‐
己
・

Ｉ
」
）
は
、
現
在
の
「
往
生
呪
」
の
句
読
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
明
代
末
期
の
雲
棲
株
宏
（
一
五
三
五
’
’
六
一
五
）
は
、

自
著
「
仏
説
阿
弥
陀
経
疏
紗
』
巻
四
で
「
抜
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
陀
羅
尼
」
を
注
釈
す
る
に
あ
た
り
、
「
諸
本
に
よ
っ
て
句

読
が
や
や
異
な
る
が
、
い
ま
古
本
に
依
る
。
（
諸
本
句
読
梢
異
、
今
依
古
本
。
）
」
（
凶
困
「
匿
い
。
）
と
し
て
、
十
四
句
五
十
九
字
を
採
録

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
明
代
で
は
既
に
十
四
句
五
十
九
字
の
形
式
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
れ
が
日
本
臨
済

宗
現
用
の
「
往
生
呪
」
と
一
致
す
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

そ
れ
で
は
、
「
得
生
浄
土
神
呪
」
が
「
往
生
呪
」
と
し
て
、
日
本
臨
済
宗
で
読
謂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
｜
体
な
ぜ

な
の
か
。
こ
の
こ
と
に
は
、
元
代
に
編
集
さ
れ
た
『
勅
修
百
丈
清
規
』
（
２
ｍ
‐
一
一
ｓ
。
～
］
］
の
○
ヶ
）
と
、
江
戸
期
に
編
集
さ
れ
た

『
小
叢
林
略
清
規
」
（
目
巴
‐
麗
留
～
『
臆
・
）
と
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
『
勅
修
百
丈
清
規
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
唐
代
の
百
丈
懐
海
「
古
清
規
」
の
精
神
に
も
と
づ
き
つ
つ
、

後
代
の
『
禅
苑
清
規
」
な
ど
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
、
中
国
禅
宗
史
上
も
つ
と
も
完
備
さ
れ
た
清
規
で
あ
る
。
九
章
に
わ
た
つ

§
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と
こ
ろ
で
、
日
本
臨
済
宗
で
、
現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
規
矩
や
法
式
の
ほ
と
ん
ど
は
、
無
著
道
忠
（
一
六
五
三
～
一
七
四
四
）

に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
「
小
叢
林
略
清
規
』
を
継
承
す
る
。
そ
し
て
、
「
小
叢
林
略
清
規
」
が
主
と
し
て
依
拠
し
た
の
が
、
実

は
、
「
勅
修
百
丈
清
規
』
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
「
小
叢
林
略
清
規
』
「
臨
時
清
規
」
第
四
の
葬
送
儀
礼
の
な
か
に
も
「
往
生

呪
」
が
取
り
入
れ
ら
れ
（
「
尊
宿
遷
化
」
忌
一
‐
『
Ｃ
淫
、
「
亡
憎
津
送
」
弓
、
］
‐
「
８
ヶ
）
、
そ
の
結
果
、
臨
済
宗
で
も
、
葬
儀
の
際
に
は

必
ず
「
往
生
呪
」
が
読
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
冒
頭
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
「
往
生
呪
」
は
、
現
行
「
開
甘
露
門
」
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
臨
済
宗

で
は
、
餓
鬼
の
追
薦
供
養
の
た
め
に
も
用
い
ら
れ
る
。
だ
が
、
施
餓
鬼
会
で
読
論
さ
れ
る
「
開
甘
露
門
」
の
源
流
と
も
い
え
る

元
代
の
「
幻
住
庵
清
規
」
附
録
「
開
甘
露
門
」
（
日
］
］
‐
ｇ
四
画
１
９
臣
）
に
は
、
「
往
生
呪
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
「
往
生
呪
」

当
時
、
禅
宗
の
葬
儀
で
用
い
ら
れ
て
い
た
「
往
生
呪
」
が
、
十
四
句
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
十
五
句
で
あ
っ
た
の
か
、

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
が
「
得
生
浄
土
神
呪
」
に
派
生
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ

て
禅
院
の
日
常
行
事
や
作
法
な
ど
を
規
定
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
は
、
住
持
や
一
般
僧
侶
の
葬
送
儀
礼
に
関

す
る
手
順
も
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
「
勅
修
百
丈
清
規
」
に
記
さ
れ
た
葬
送
儀
礼
が
、
多
分
に
浄
土
教
的
要
素
を
帯
び
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
か
か
る
要
素
の
一
つ
と
し
て
「
往
生
呪
」
の
読
謂
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
往
生
呪
」
が
読
調
さ
れ
る
の
は
、
住
持
が
遷
化
し
た
場
合
、
も
し
く
は
一
般
僧
侶
が
亡
く
な
っ
た
場
合
で
あ
る
。
巻
三

「
住
持
」
章
「
遷
化
」
条
（
弓
念
‐
」
届
、
。
）
や
巻
六
「
亡
僧
」
条
（
『
一
ｍ
‐
］
］
』
、
。
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
茶
毘
に
付
す
べ
く
棺
を

送
り
出
す
際
に
、
山
門
で
維
那
Ｔ
一
山
の
綱
紀
を
取
り
仕
切
る
役
僧
）
が
合
掌
し
て
立
ち
、
「
往
生
呪
」
を
唱
え
、
大
衆
が
こ
れ

ろ
う
。

に
唱
和
す
る
、

、
山
門
で
維
那
Ｔ

と
記
さ
れ
て
い
る
。
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宋
代
以
降
の
中
国
仏
教
で
は
、
禅
浄
一
致
思
想
が
顕
著
に
な
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
禅
と
浄
土
の
存
在
価
値
を
認
め
、
双

方
の
関
係
づ
け
を
積
極
的
に
図
ろ
う
と
す
る
考
え
か
た
で
あ
る
。
日
本
で
も
有
名
な
中
峰
明
本
（
’
一
一
六
三
－
’
三
二
一
一
一
）
や
、

先
の
雲
棲
株
宏
に
も
、
こ
の
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
。
か
か
る
状
況
下
で
は
、
浄
土
教
的
要
素
を
も
つ
「
往
生
呪
」
が
禅
宗
の
な

か
で
読
論
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
何
の
違
和
感
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
宋
代
以
降
、
「
往
生
呪
」
は
、

う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

が
、
果
た
し
て
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
現
行
「
開
甘
露
門
」
に
取
り
込
ま
れ
る
に
至
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
は

っきりしないというのが現状である。、
た
だ
、
こ
れ
に
関
し
て
、
原
古
志
稽
撰
『
大
施
餓
鬼
集
類
分
解
」
の
「
阿
弥
陀
大
兇
（
Ⅱ
往
生
呪
）
」
条
に
、
「
如
如
居
士
の

「
施
食
文
』
に
、
七
如
来
の
前
に
於
い
て
、
此
の
呪
を
論
す
（
如
如
居
士
施
食
文
、
於
七
如
来
前
、
諏
此
呪
）
」
（
＄
巳
と
あ
り
、

南
末
期
の
如
如
居
士
こ
と
顔
丙
（
７
ｉ
’
’
二
二
）
が
「
七
如
来
」
を
唱
え
る
前
に
「
往
生
呪
」
を
読
む
よ
う
指
示
し
て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
伊
藤
古
鑑
著
「
禅
宗
聖
典
講
義
」
森
江
書
店
、
一
九
三
五
・
℃
」
の
、
に
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
顔
丙
の

「
施
食
文
」
自
体
は
所
在
不
明
で
あ
る
）
。
ま
た
、
竹
中
智
泰
氏
は
、
『
禅
宗
の
陀
羅
尼
」
（
大
東
出
版
社
、
’
九
九
八
）
の
な
か
で

「
七
如
来
」
最
後
の
阿
弥
陀
如
来
と
の
関
連
か
ら
、
現
行
「
開
甘
露
門
」
に
「
往
生
呪
」
が
挿
入
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

う
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
（
己
』
。
）
。
つ
ま
り
、
現
行
「
開
甘
露
門
」
の
「
往
生
呪
」
の
前
に
置
か
れ
た
「
七
如
来
」
と

の
関
わ
り
に
考
察
の
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
、
追
薦
供
養
に
お
け
る
「
往
生
呪
」
の
意
義
も
、
お
の
ず
と
明
ら
か
に
な
る
と
い

こ
の
よ
う
に
、
「
往
生
呪
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
こ
か
ら
は
、
禅
宗
と
浄
土
教
と
の
関
連
性
が
見
え
て
く
る
。

「
往
生
呪
」
と
は
、
禅
と
浄
土
の
接
点
を
示
唆
す
る
重
要
な
陀
羅
尼
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

§
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特
に
禅
浄
一
致
を
志
向
す
る
人
々
の
あ
い
だ
で
盛
ん
に
読
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

｜
方
、
教
学
と
し
て
の
純
粋
性
が
重
ん
じ
ら
れ
る
風
潮
が
強
い
日
本
の
場
合
、
禅
と
浄
土
と
の
あ
い
だ
に
は
、
全
体
的
に
、

常
に
一
定
の
距
離
が
存
在
し
た
。
そ
の
た
め
、
臨
済
宗
に
限
っ
て
い
え
ば
、
「
往
生
呪
」
も
ま
た
、
葬
儀
や
追
薦
供
養
で
読
舗

さ
れ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
体
、
そ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
陀

羅
尼
で
あ
る
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
正
面
か
ら
議
論
さ
れ
る
よ
う
な
機
会
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
に
恩
わ
れ

本
訳
注
は
、
「
往
生
呪
」
と
い
う
陀
羅
尼
を
読
調
す
る
際
の
、
そ
の
功
徳
に
つ
い
て
知
っ
て
頂
く
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す

る
。
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
本
訳
注
を
通
し
て
、
こ
う
し
た
禅
と
浄
土
と
の
関
係
如
何
を
考
え
て
頂
く
際
の
一
つ
の
き
っ
か

け
を
提
供
で
き
れ
ば
、
と
も
願
う
次
第
で
あ
る
。

る
。

（
本
多
道
隆
）
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○
原
文
は
当
用
漢
字
を
用
い
、
訓
読
文
は
現
代
仮
名
遣
い
と
し
た
。

○
現
代
語
訳
は
直
訳
を
心
掛
け
た
が
、
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
は
〔
〕
で
適
宜
こ
と
ば
を
補
っ
た
。

○
注
に
引
用
し
た
書
籍
に
つ
い
て
は
、
そ
の
初
出
の
箇
所
に
版
本
等
を
明
記
し
た
。
ま
た
、
「
大
正
大
蔵
経
」
・
「
大
日
本
続
蔵
経
」
（
而
続
蔵
」
）
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
「
Ｔ
」
「
Ｚ
」
の
略
号
を
用
い
た
。
そ
の
他
の
略
号
は
次
の
通
り
。

「
中
村
」
Ⅱ
中
村
元
「
仏
教
語
大
辞
典
」
（
東
京
瞥
籍
）

一
．
望
月
」
Ⅱ
望
月
信
亨
「
望
月
仏
教
大
辞
典
」
（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
）

「
大
漢
和
」
Ⅱ
諸
橋
轍
次
「
大
漢
和
辞
典
」
（
大
修
館
書
店
）

○
今
回
、
呪
の
部
分
（
還
元
雑
文
・
現
代
語
訳
）
は
、
朝
山
一
玄
が
担
当
し
、
「
解
説
」
と
漢
文
部
分
訓
読
・
現
代
語
訳
）
は
、
本
多
道
隆
が
担
当
し
た
。
全
体

の
編
集
校
閲
は
、
野
口
善
敬
が
行
な
っ
た
。

○
本
訳
注
は
、
「
抜
一
切
業
陣
根
本
得
生
浄
土
神
呪
」
と
、
そ
の
後
に
不
分
巻
で
収
載
さ
れ
る
「
阿
弥
陀
経
不
思
議
神
力
伝
」
を
対
象
と
す
る
。
今
回
は
、

便
宜
的
に
、
こ
れ
を
二
つ
に
分
け
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
【
原
文
】
【
校
注
】
【
訓
読
】
【
現
代
語
訳
】
【
注
】
の
順
で
掲
載
し
て
い
る
。

○
底
本
に
は
「
宋
版
碩
砂
大
蔵
経
」
（
新
文
豊
出
版
公
司
影
印
本
・
第
一
○
冊
・
ロ
⑭
巴
・
～
麗
滕
）
を
用
い
、
「
大
正
大
蔵
経
」
第
一
二
冊
（
『
局
「
②
巴
Ｃ
ｌ
』
巴
ロ
）
に

よ
っ
て
校
勘
を
行
な
っ
た
。

《
凡

例
》
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抜
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
神
呪

出
小
無
量
寿
経

（
一
〉

劉
宋
元
嘉
年
天
妹
一
一
一
一
一
蔵
求
那
践
陀
羅
奉
詔
重
訳

（
一
一
）
〈
一
ぞ
｝
）

（
川
｝
（
二
｝

〈一一）

南
無
阿
弥
多
婆
夜
峰
多
局
反
、
一
他
伽
跨
都
餓
反
、
一
一
夜
略
地
途
充
反
、
一
二
夜
他
阿
弥
利
上
声
、
四
都
婆
阯
五

（
五
）

阿
弥
利
略
六
悉
耽
婆
砒
七
阿
弥
利
略
八
砒
迦
蘭
諦
九
阿
弥
利
峰
十
砒
迦
蘭
睦
十
一
伽
弥
臓
十
一
一
伽

伽
那
十
三
枳
多
迦
隷
十
四
莎
婆
訶
十
五

若
有
善
男
子
善
女
人
、
能
調
此
呪
者
、
阿
弥
陀
仏
常
住
其
頂
、
日
夜
擁
護
、
無
令
怨
家
而
得
其
便
、
現
世
常
得
安
隠
、
臨
命

（＋〈）

終
時
任
運
往
生
。

【
原
文
】

【
校
注
】

（
一
）
元
嘉
年
Ⅱ
「
関
本
」
を
底
本
と
す
る
「
大
正
蔵
」
本
（
目
⑭
‐
圏
』
。
）
は
こ
の
三
字
を
欠
く
。

（
二
）
反
Ⅱ
「
大
正
蔵
」
本
は
「
切
」
に
作
る
。

（
三
）
一
Ⅱ
底
本
に
無
し
。
「
大
正
蔵
」
本
に
拠
っ
て
補
う
。

（
四
）
路
Ⅱ
「
大
正
蔵
」
本
は
「
畷
」
に
作
る
。

（
五
）
耽
Ⅱ
「
大
正
蔵
」
本
は
「
眈
」
に
作
る
。

『
抜
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
神
呪
』
訳
注
本
文
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ナ
ム
オ
ミ
ト
ボ
ヤ
タ
ッ
た
か
つ
（
６
）

ト
ギ
ャ
タ
と
が
（
７
）

ヤ
卜
●
タ
イ
と
ぱ
い
（
８
）

ヤ
ト
オ
、
、
、
リ
（
９
）

ツ
ポ

南
無
阿
弥
多
婆
夜
睦
多
島
の
反
、
一
他
伽
跨
都
餓
の
反
、
一
一
夜
修
地
途
売
の
反
、
一
二
夜
他
阿
弥
利
上
声
、
四
都
婆

’
オ
ミ
リ
ト

シ
タ
ポ
ミ

●
オ
ミ
リ
ト

ピ
ギ
ャ
ラ
チ

オ
弓
、
リ
ト

ビ
ギ
ャ
ラ
ト

ギ
ャ
ミ
ニ

砒
五
阿
弥
利
嶢
六
悉
眈
婆
砒
七
阿
弥
利
曉
八
砒
迦
蘭
諦
九
阿
弥
利
畷
十
砒
迦
蘭
侈
十
一
伽
弥
臓
十

ギ
ャ
ギ
ャ
ノ

シ
ト
ギ
ャ
リ

ソ
モ
コ
（
Ⅶ
｝

二
伽
伽
那
十
一
一
一
枳
多
迦
隷
十
四
莎
婆
訶
十
五

（
皿
）

と
ど

豹
・
ワ
ニ

若
し
善
男
子
・
善
女
人
の
、
能
く
此
の
呪
を
謝
す
る
者
有
ら
ぱ
、
阿
弥
陀
仏
、
常
に
其
の
頂
に
住
ま
、
り
て
、
日
夜
擁
護
し
、

（
哩
）

怨
家
を
し
て
其
の
便
を
得
し
む
う
Ｃ
無
く
、
現
世
に
は
常
に
安
隠
を
得
、
命
終
の
時
に
臨
み
て
は
任
運
に
往
生
せ
ん
。

【
現
代
語
訳
】

さ
わ
り
お
お
も
と

じ
ゅ
も
ん

『
あ
ら
ゆ
る
業
障
の
根
本
を
除
き
去
っ
て
浄
土
に
生
ま
れ
か
わ
る
た
め
の
神
呪
」

「
小
無
量
寿
経
」
に
出
て
い
る

劉
宋
の
元
嘉
年
間
、
天
竺
の
一
一
一
蔵
法
師
で
あ
る
求
那
祓
陀
羅
が
、
詔
を
奉
じ
て
再
度
訳
す
。

ナ
ム
オ
ミ
ト
ポ
ヤ
タ
ッ

ト
ギ
ャ
タ

ヤ
ト
タ
イ

南
無
阿
弥
多
婆
夜
峰
〔
発
音
は
〕
タ
ツ
。
〔
こ
こ
ま
で
が
〕
第
一
句
。
他
伽
路
〔
発
宰
曰
は
〕
夕
。
〔
こ
こ
ま
で
が
〕
第
一
一
句
。
夜
暖
地

【
訓
読
】

（
１
）

「
抜
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
神
呪
』

（
２
）

「
小
無
皀
一
塁
寿
経
」
に
出
づ

（
３
）

（
４
）

（
５
）

劉
宋
の
元
嘉
の
年
、
天
妹
一
一
三
蔵
求
那
肱
陀
羅
、
詔
を
奉
じ
て
重
ね
て
訳
す
。

（
六
）
臨
命
終
時
任
運
往
生
Ⅱ
底
本
は
こ
の
後
、
不
分
巻
で
次
の
「
阿
弥
陀
経
不
思
議
神
力
伝
」
を
載
せ
る
。
「
大
正
蔵
」
本
も
同
様
で
あ
る
。
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註 も
し
信
仰
心
あ
る
男
女
で
、
こ
の
呪
を
〔
き
ち
ん
と
〕
読
調
で
き
る
人
が
い
る
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
仏
は
常
に
そ
の
〔
人
の
〕
頭

上
に
と
ど
ま
っ
て
日
夜
守
護
し
、
う
ら
み
を
も
つ
人
に
つ
け
い
る
隙
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
こ
の
世
で
は
常
に
安
ら
か
で
穏
や

か
に
い
ら
れ
、
ま
さ
に
命
が
尽
き
ん
と
す
る
時
に
は
、
な
ん
の
は
か
ら
い
を
せ
ず
と
も
〔
浄
土
に
〕
往
生
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
抜
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
神
呪
Ⅱ
題
目
と
し
て
冠
さ
れ
た
「
抜

一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
」
と
い
う
語
句
は
、
神
呪
部
分
に
も
「
若

有
善
男
子
善
女
人
」
以
下
の
文
章
の
な
か
に
も
全
く
見
当
た
ら
な
い
。

恐
ら
く
、
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
敦
煤
文
書
ペ
リ
オ
本
二
○
六
六
「
仏

説
阿
弥
陀
経
」
ｓ
浄
土
五
会
念
仏
調
経
観
行
儀
」
巻
中
所
収
）
末
尾

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
「
阿
弥
陀
仏
説
呪
」
に
速
写
さ
れ
た
一
六
八

字
の
功
徳
文
の
う
ち
、
。
切
の
罪
根
を
抜
し
、
西
方
に
得
生
せ
ん
。

（
抜
一
切
罪
根
、
得
生
西
方
。
）
」
（
「
敦
煙
」
第
一
二
一
一
冊
已
塵
ゴ

上
段
・
曰
困
‐
届
仁
騨
）
と
い
う
一
節
か
ら
取
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
「
得
生
」
と
は
「
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。
」
（
「
中
村
」
や
ら
ｇ
「
得
生
」
条
）

〔
発
音
は
〕
タ
イ
分

が
〕
第
五
句
。
、

ビ
ギ
ャ
ー
フ
チ

砒
迦
蘭
諦
〔
こ

〔
こ
こ
ま
で
が
〕

が
〕
第
十
五
句
。

ヤ
ト
オ
ミ
リ

ツ
ボ
ミ

タ
イ
。
〔
こ
こ
ま
で
が
〕
第
一
二
句
。
夜
他
阿
弥
利
上
声
〔
で
調
え
る
〕
。
〔
こ
こ
ま
で
が
〕
第
四
句
。
都
婆
砒
〔
こ
こ
ま
で

オ
ミ
、
リ
ト

シ
タ
ポ
ミ

オ
ミ
リ
卜

阿
弥
利
睦
〔
こ
こ
ま
で
が
〕
第
六
句
。
悉
眈
婆
砒
〔
こ
こ
ま
で
が
〕
第
七
句
。
阿
弥
利
鳴
〔
こ
こ
ま
で
が
〕
第
八
句
。

オ
ミ
リ
ト

ピ
ギ
ャ
ラ
ト

ギ
ャ
ミ
ニ

〔
こ
こ
ま
で
が
〕
第
九
句
。
阿
弥
利
峰
〔
こ
こ
ま
で
が
〕
第
十
句
。
砒
迦
蘭
曉
〔
こ
こ
ま
で
が
〕
第
十
一
句
。
伽
弥
肺

ギ
ャ
ギ
ャ
ノ

シ
ト
ギ
ャ
リ

ソ
モ
コ

が
〕
第
十
一
一
句
。
伽
伽
那
〔
こ
こ
ま
で
が
〕
第
十
一
二
句
。
枳
多
迦
隷
〔
こ
こ
ま
で
が
〕
第
十
四
句
。
莎
婆
訶
〔
こ
こ
ま
で

（
２
）
小
無
量
寿
経
Ⅱ
求
那
祓
陀
羅
が
「
小
無
量
寿
経
・
一
を
訳
出
し
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
「
出
三
蔵
記
集
」
巻
一
四
「
求
那
祓
陀
羅
伝
」

（
『
劇
‐
」
９
ケ
～
巳
二
）
の
記
載
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
唐
代
の
開
元
十
八
年
（
七
三
○
）
に
成
立
し
た
「
開
元
釈

教
録
」
に
は
、
「
有
訳
無
本
録
」
（
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
は
伝
え
ら
れ
て

い
る
が
、
唐
代
の
こ
の
時
点
で
伝
わ
っ
て
い
な
い
も
の
を
整
理
し
た

項
目
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
巻
一
四
、
円
副
‐
①
９
，
）
、

求
那
践
陀
羅
訳
「
小
無
迩
寿
経
」
は
、
開
元
年
間
に
は
既
に
伝
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
経
典
自

体
は
現
存
せ
ず
、
神
呪
が
収
録
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

確
認
で
き
な
い
。

（
３
）
劉
宋
元
嘉
年
Ⅱ
劉
宋
は
、
南
朝
宋
（
四
二
○
～
四
七
九
）
の
別
称
。
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元
嘉
は
、
元
号
で
四
二
四
～
四
五
三
年
。

（
４
）
三
蔵
Ⅱ
「
経
・
律
・
論
の
三
蔵
に
精
通
し
た
僧
に
対
す
る
尊
称
。

三
蔵
法
師
の
略
。
」
（
「
中
村
」
つ
ち
］
「
一
一
一
蔵
」
条
）

（
５
）
求
那
肱
陀
羅
Ⅱ
グ
ナ
バ
ッ
ド
ゥ
ラ
（
三
九
四
～
四
六
八
）
。
｜
，
阿
弥

陀
経
不
思
議
神
力
伝
」
の
「
求
那
践
陀
」
も
同
じ
。
中
イ
ン
ド
の
人
。

セ
イ
ロ
ン
島
を
経
由
し
、
劉
宋
の
元
嘉
十
二
年
（
四
三
五
）
に
広
州

に
到
着
し
た
。
如
来
蔵
経
典
と
し
て
名
高
い
「
勝
璽
経
」
や
禅
宗
所

依
の
経
典
で
あ
る
「
拐
伽
経
」
を
は
じ
め
、
多
く
の
経
典
を
訳
出
し

て
い
る
。
「
出
三
蔵
記
集
」
巻
一
四
「
求
那
賊
陀
羅
伝
第
八
」

（
『
閉
‐
Ｓ
ｍ
す
～
Ｓ
の
す
）
な
ど
を
参
照
。

（
６
）
多
局
反
Ⅱ
「
反
」
は
、
反
切
の
こ
と
。
反
切
と
は
、
「
魏
・
普
代

か
ら
始
ま
っ
た
漢
字
の
発
音
表
示
法
。
あ
る
字
の
発
音
を
、
他
の
二

字
の
上
の
字
の
は
じ
め
の
子
音
と
下
の
字
の
韻
と
を
組
み
合
わ
せ
て

示
す
」
（
角
川
「
新
字
源
」
□
』
忠
「
反
切
」
条
）
も
の
。
こ
こ
の

「
鯵
」
の
場
合
、
音
は
、
「
多
」
（
園
）
の
「
■
」
と
「
局
」
（
屡
扇
ロ
）

の
「
些
目
」
と
を
合
わ
せ
て
「
タ
ツ
」
と
な
る
。
な
お
、
今
回
、
神

呪
の
読
み
仮
名
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
、
木
村
俊
彦
・
竹
中
智
泰

「
禅
宗
の
陀
羅
尼
」
（
大
東
出
版
社
、
一
九
九
八
、
や
。
←
）
所
掲

の
常
用
音
に
従
う
こ
と
に
し
、
反
切
な
ど
の
指
示
が
あ
る
場
合
に
限

っ
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
変
更
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

（
７
）
都
餓
反
Ⅱ
「
鯵
」
の
音
は
、
「
都
」
ｑ
ｏ
）
の
「
『
」
と
「
蛾
」

（
の
生
）
の
面
」
と
を
合
わ
せ
て
「
夕
」
と
な
る
。

（
８
）
途
売
反
Ⅱ
「
地
」
の
音
は
、
「
途
」
（
『
ｏ
）
の
。
」
と
「
充
」

（
国
昌
）
の
「
ご
」
と
を
合
わ
せ
て
「
タ
イ
」
と
な
る
。

（
９
）
上
声
Ⅱ
「
利
」
の
発
音
に
は
、
語
尾
が
下
が
っ
て
弱
く
な
る
「
去

声
」
し
か
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
し
り
あ
が
り
に
な
る
調
子
の
「
上

声
」
で
発
音
せ
よ
と
い
う
指
示
。

（
、
）
呪
の
部
分
の
還
元
梵
文
と
現
代
語
訳
は
、
次
の
通
り
。

国
』
日
Ｃ
シ
日
』
国
す
ず
四
豈
騨
巨
昏
四
ｍ
騨
国
『
回
国
回
‐
ご
凹
岳
四
ｍ
目
Ｈ
Ｂ
０
巨
」
ケ
ラ
、
，

く
の
低
ョ
『
岳
，
⑫
｝
ユ
ニ
ヶ
、
す
ず
四
ぐ
の
、
曰
Ｈ
国
‐
『
】
汀
山
口
扇
ｍ
Ｂ
Ｈ
ｓ
‐
ぐ
】
丙
国
・

ゴ
訂
‐
、
四
ヨ
ヨ
の
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
口
四
‐
【
ゴ
【
芹
昌
の
の
ご
凶
与
山

無
量
光
如
来
に
帰
依
し
ま
す
。
そ
れ
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
不

死
か
ら
生
じ
た
も
の
よ
◎
不
死
に
よ
っ
て
成
就
し
た
も
の
か
ら
生

ぜ
し
も
の
よ
・
不
死
に
よ
っ
て
超
越
せ
る
も
の
よ
・
不
死
に
よ
っ

て
超
越
を
獲
得
せ
し
も
の
よ
◎
虚
空
の
ご
と
き
栄
誉
を
授
け
し
も

の
よ
・
ス
ヴ
ァ
ー
ハ
ー
。

（
ｕ
）
善
男
子
・
善
女
人
Ⅱ
「
中
村
」
や
雷
』
「
善
男
子
・
善
女
人
」
条

に
は
、
「
も
と
は
良
家
の
男
子
・
女
人
と
い
う
こ
と
。
仏
典
の
う
ち

で
は
、
在
俗
の
聴
衆
を
よ
ぶ
呼
び
名
」
と
あ
り
、
ま
た
、
「
前
世
に

善
の
功
徳
を
積
ん
だ
男
・
女
。
そ
の
宿
善
が
こ
の
世
に
お
い
て
開
発

し
て
仏
法
を
聞
き
、
信
仰
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い

は
、
こ
の
世
に
お
い
て
善
を
修
め
た
男
・
女
。
信
仰
心
あ
る
善
人
で

あ
る
」
と
あ
る
。

（
血
）
怨
家
Ⅱ
「
自
分
に
対
し
て
う
ら
み
を
も
つ
人
。
か
た
き
。
」
ｓ
中

村
」
や
〕
患
「
怨
家
」
条
）
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昔
長
安
僧
叡
法
師
、
慧
崇
、
憎
顕
、
慧
通
、
近
至
後
周
、
実
禅
師
、
景
禅
師
、
西
河
鴬
法
師
等
、
数
百
余
人
、
並
生
西
方
。

西
河
緯
禅
師
等
、
因
見
鷲
法
師
得
生
浄
土
、
各
率
有
縁
、
専
修
浄
土
之
業
。
緯
師
又
撰
西
方
記
験
、
名
安
楽
集
流
行
。
又
晋
朝

（一一｝
（一》〉

遠
法
師
、
入
願
山
三
十
年
不
出
。
乃
命
同
志
、
白
黒
有
一
百
二
十
三
人
、
立
志
盲
期
於
西
方
、
鑿
山
銘
願
。
至
陳
天
嘉
年
、
鷹
山

珍
禅
師
、
於
坐
時
、
見
有
数
百
余
人
共
乗
七
宝
華
紡
往
西
方
。
珍
禅
師
遂
求
附
載
、
其
船
上
人
報
云
、
法
師
、
雛
講
得
浬
盤
経
、

亦
大
不
可
思
議
縁
、
法
師
未
調
得
阿
弥
陀
経
及
呪
。
所
以
不
得
同
去
。
法
師
、
遂
廃
講
業
、
日
夜
専
調
弥
陀
経
及
呪
。
計
応
満

二
万
遍
。
未
終
四
七
日
前
、
夜
向
四
更
有
神
人
、
従
西
方
送
一
白
銀
台
来
空
中
。
明
過
於
日
、
告
云
、
法
師
寿
終
、
当
乗
此
台

往
生
阿
弥
陀
国
。
故
来
相
示
、
令
知
定
生
。
終
時
、
白
黒
成
聞
空
中
如
奏
音
楽
。
井
聞
異
香
、
数
月
聞
香
気
不
敬
。
其
夜
、
峰

頂
寺
僧
衆
、
威
見
｜
谷
内
有
数
十
炬
火
、
大
如
車
輪
。
尋
験
古
今
、
得
生
安
楽
世
界
者
非
「
多
見
化
仏
徒
衆
来
迎
霊
瑞
。
如

伝
広
明
、
不
可
繁
録
。
因
珍
禅
師
於
此
経
有
験
故
、
略
述
此
一
条
、
以
悟
来
哲
、
助
成
往
生
之
志
。

抜
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
神
呪
者
、
乃
宋
元
嘉
末
年
、
求
那
販
陀
重
奉
制
訳
。
合
計
五
十
九
字
一
十
五
句
。
龍
樹
菩
薩
願

〈》壹一）

生
安
養
、
夢
感
此
呪
。
耶
舎
一
一
一
蔵
調
此
呪
、
天
平
寺
銭
音
秀
法
師
、
従
耶
舎
一
二
蔵
口
受
此
呪
。
其
人
云
、
経
本
外
国
不
来
。
若

欲
受
特
呪
法
、
噌
楊
枝
操
豆
漱
口
、
然
香
於
仏
像
前
、
胡
脆
合
掌
。
日
夜
六
時
各
詞
三
七
通
、
即
滅
四
重
五
逆
十
悪
、
諦
方
等

罪
、
悉
得
滅
除
、
現
世
所
求
皆
得
、
不
為
悪
鬼
神
所
惑
乱
。
若
数
満
二
十
万
遍
、
即
感
得
菩
提
牙
生
。
若
至
三
十
万
遍
、
即
面

〈
四
）

見
阿
弥
陀
仏
。
伝
寛
如
前
。

【
原
文
】

（
『
）

阿
弥
陀
経
不
思
議
神
力
伝
附
陪
未
詳
作
者
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『
阿
弥
陀
経
』
不
思
議
神
力
伝
雨
階
未
だ
作
者
を
詳
ら
か
に
せ
ず
）

（
１
）
（
２
）
（
３
）
（
４
）

（
５
）

（
６
）
〈
７
）

（
８
）

錘
曰
は
長
安
の
僧
叡
法
師
・
慧
崇
・
僧
顕
・
慧
通
よ
り
、
近
き
は
後
周
の
実
禅
師
・
景
禅
師
・
西
河
の
鷲
法
師
等
に
至
る
ま
で
、

み
（
９
）

数
百
余
人
、
並
な
西
方
に
生
ず
。
西
河
の
緯
禅
師
等
は
、
鷲
法
師
の
浄
土
に
得
生
す
る
を
見
る
に
因
り
て
、
各
お
の
有
縁
に

し
た
が

（
、
）

（
皿
）

率
い
て
、
専
ら
浄
土
の
業
を
修
す
。
緯
師
は
又
た
西
方
の
記
験
を
撰
し
、
『
安
楽
集
』
と
名
づ
け
て
流
行
せ
し
む
。
又
た
亟
曰
朝

（
脳
）

の
違
法
師
は
、
臓
山
に
入
る
こ
と
一
一
一
十
年
に
し
て
出
で
ず
。
乃
ち
同
志
、
白
黒
一
百
一
一
十
一
一
一
人
有
る
に
命
じ
、
誓
を
立
て
て
西

〈
脚
）

し
る

（
Ⅱ
〉

方
を
期
し
、
山
を
鑿
ち
て
願
を
銘
き
し
む
。
陳
の
天
嘉
の
年
に
至
り
、
臓
山
の
珍
禅
師
、
坐
時
に
於
い
て
、
数
百
余
人
の
共
に

（
焔
）

七
宝
華
の
筋
に
乗
り
て
西
方
に
往
く
こ
と
有
る
を
見
る
。
珍
禅
師
、
遂
に
附
載
せ
ん
一
」
と
を
求
む
る
に
、
其
の
船
上
の
人
、
報

じ
て
云
わ
く
、
「
法
師
、
「
浬
藥
経
」
を
講
じ
得
る
は
、
亦
た
大
い
に
不
可
思
議
な
る
縁
な
り
と
雛
も
、
法
師
は
未
だ
「
阿
弥
陀

（
随
）

と
も

（
媚
）

経
」
及
び
呪
を
論
し
得
ず
。
所
以
に
同
に
去
る
を
得
ず
」
と
。
法
師
、
遂
に
講
業
を
廃
し
、
日
夜
専
ら
「
弥
陀
経
」
及
び
呪
を

（
耐
）

調
す
。
計
る
に
応
に
一
一
万
遍
に
満
つ
べ
し
。
未
だ
四
七
日
を
終
わ
ら
ざ
る
前
、
夜
四
更
に
神
人
有
り
て
、
西
方
従
り
一
白
銀
の

〈
肥
）

台
を
送
り
て
空
中
に
来
た
る
・
明
け
て
日
を
過
ぎ
、
告
げ
て
云
わ
く
、
「
法
師
の
寿
終
わ
ら
ぱ
、
当
に
此
の
｛
ロ
に
乗
り
て
阿
弥

陀
国
に
往
生
す
べ
し
。
故
に
来
た
り
て
相
示
し
、
定
め
て
生
ず
る
こ
と
を
知
ら
し
む
」
と
。
終
わ
る
時
、
白
黒
、
成
な
空
中
に

【
訓

挙誠】

【
校
注
】

二
）
附
購
未
詳
作
者
Ⅱ
「
大
正
蔵
」
本
は
「
附
階
録
未
詳
作
者
」
と
「
録
」
の
字
が
入
っ
て
い
る
。

（
二
）
魔
Ⅱ
「
大
正
蔵
」
本
は
「
虚
」
に
作
る
が
、
誤
字
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
音
秀
Ⅱ
「
大
正
蔵
」
本
に
こ
の
二
字
無
し
。

（
四
）
伝
寛
如
前
Ⅱ
「
大
正
蔵
」
本
に
こ
の
四
字
無
し
。
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み
や
二

昔
で
は
長
安
の
僧
叡
法
師
・
慧
崇
・
僧
顕
・
慧
通
か
ら
、
近
い
時
代
で
は
後
周
の
宝
禅
師
・
皇
晁
禅
師
・
西
河
の
曇
鴬
法
師
た

ち
に
至
る
ま
で
、
数
百
余
名
が
皆
な
西
方
に
往
生
し
て
い
る
。
西
河
の
道
練
禅
師
た
ち
は
、
曇
鷲
法
師
が
浄
土
に
生
ま
れ
か
わ

っ
た
の
を
見
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
縁
に
従
っ
て
、
浄
土
に
生
ま
れ
る
た
め
の
実
践
を
ひ
た
す
ら
行
な
っ
た
。

し
る
し

道
緯
師
は
、
加
え
て
西
方
へ
の
往
生
の
験
を
書
き
記
し
た
も
の
を
撰
述
し
、
「
安
楽
集
」
と
名
づ
け
て
流
布
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、

つ
（
四
｝

立
曰
楽
を
奏
で
る
が
如
き
を
聞
く
。
井
ぴ
に
異
香
を
聞
き
、
数
月
、
香
気
を
聞
く
こ
と
歌
き
ず
。
其
の
夜
、
峰
頂
寺
の
僧
衆
は
、

成
な
―
谷
内
に
数
十
の
炬
火
有
り
て
、
大
な
る
こ
と
車
輪
の
如
く
な
る
を
見
る
。
古
今
を
尋
験
す
る
に
、
安
楽
世
界
に
得
生
す

○
も

る
は
一
に
非
ず
、
化
仏
と
徒
衆
の
来
迎
の
霊
瑞
を
多
見
す
。
如
し
伝
、
広
明
せ
ん
と
す
れ
ば
、
繁
録
す
べ
か
ら
ず
。
珍
禅
師
、

（
卯
）

此
の
経
に
於
い
て
験
有
る
に
因
る
が
故
に
、
此
の
一
条
を
略
述
し
て
、
以
て
来
哲
を
悟
ら
－
し
め
、
往
生
の
志
を
助
成
す
。

（
幻
）

「
｜
切
の
業
障
の
根
本
を
抜
し
て
浄
土
に
得
生
す
る
神
呪
」
は
、
乃
ち
宋
の
元
嘉
末
年
、
求
那
践
陀
、
重
ね
て
制
を
奉
脹
し
て

〈
型
）
（
型
）

（
郡
）

訳
す
。
合
計
五
十
九
字
一
十
五
句
た
肺
リ
。
龍
樹
菩
薩
、
安
養
に
生
ぜ
ん
こ
と
を
願
い
、
夢
に
此
の
呪
を
感
ず
。
耶
舎
一
一
一
蔵
、
此

（
蕊
）

｛
郡
）

（
幻
）

の
呪
を
諭
し
、
天
平
寺
の
銃
音
は
秀
法
師
、
耶
舎
一
一
一
蔵
従
胸
リ
此
の
呪
を
口
受
す
。
其
の
人
云
わ
く
、
「
経
、
本
と
外
国
に
来
た

（
鋼
）

た

ら
ず
。
若
し
呪
法
を
受
持
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
楊
枝
を
噸
み
操
一
旦
Ｊ
も
て
口
を
漱
ぎ
、
仏
像
の
前
に
香
を
然
き
、
胡
脆
し
て
合
掌

〈
型
）

一
加
｝
｛
鈍
）
｛
犯
）

せ
よ
。
日
夜
六
時
に
各
お
の
一
二
七
遍
を
調
さ
ば
、
即
ち
四
重
・
五
逆
・
十
悪
を
減
し
、
方
等
を
誇
る
の
罪
、
悉
く
滅
除
す
る
を

皀
凡

得
、
現
世
に
求
む
る
所
は
皆
・
な
得
て
、
悪
鬼
神
の
惑
乱
す
る
所
と
為
ら
ざ
ら
ん
。
若
し
数
、
一
一
十
万
遍
に
満
た
ば
、
即
ち
菩
提

お

の
牙
生
す
る
を
感
得
せ
ん
。
若
し
一
二
十
万
通
に
至
ら
ば
、
即
ち
阿
弥
陀
仏
を
面
見
せ
ん
」
と
。
伝
覚
え
る
こ
と
前
の
如
し
。

【
現
代
語
訳
】

『
阿
弥
陀
経
』
の
霊
妙
な
効
力
に
つ
い
て
の
伝
（
付
録
陪
代
作
者
は
未
詳
で
あ
る
）
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晋
朝
の
慧
遠
法
師
は
、
臓
山
に
篭
も
っ
て
三
十
年
間
〔
山
を
〕
下
り
な
か
っ
た
。
〔
慧
遠
法
師
は
、
〕
志
を
同
じ
く
す
る
人
々
、

〔
す
な
わ
ち
〕
僧
侶
や
世
俗
の
人
、
百
一
一
十
三
人
に
命
じ
て
、
西
方
に
生
ま
れ
よ
う
と
い
う
決
意
の
誓
い
を
立
て
さ
せ
、
山
を

掘
っ
て
願
文
を
刻
ま
せ
た
。
陳
の
天
嘉
年
間
（
五
六
○
１
五
六
六
）
に
な
っ
て
、
廠
山
の
道
珍
禅
師
は
、
坐
禅
し
て
い
る
時
に
、

数
百
余
名
が
一
斉
に
七
宝
の
華
で
で
き
た
船
に
乗
り
込
ん
で
西
方
に
行
く
の
を
見
た
。
道
珍
禅
師
が
一
緒
に
乗
せ
て
連
れ
て
行

っ
て
く
れ
る
よ
う
乞
い
求
め
た
と
こ
ろ
、
そ
の
船
の
上
の
人
が
答
え
て
一
一
一
一
口
う
に
は
、
「
法
師
よ
、
〔
あ
な
た
が
〕
「
浬
藥
経
」
を
講

あ
な
た

義
し
て
お
ら
れ
る
の
も
ま
た
、
大
い
に
不
可
思
議
な
縁
で
は
あ
り
ま
す
が
、
法
師
は
、
ま
だ
「
阿
弥
陀
経
」
と
「
〔
抜
一
切
業
障

根
本
得
生
浄
土
神
〕
呪
」
を
読
調
し
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
〔
あ
な
た
は
〕
一
緒
に
行
く
こ
と
は
叶
わ
な
い
の
で
す
」
と
。

法
師
（
Ⅱ
道
珍
禅
師
）
は
、
と
う
と
う
経
典
を
講
義
す
る
の
を
や
め
て
、
日
夜
ひ
た
す
ら
「
阿
弥
陀
経
」
と
そ
の
呪
を
読
調
し

た
。
合
計
す
れ
ば
一
一
万
遍
に
達
し
た
は
ず
で
あ
る
。
〔
そ
し
て
〕
ま
だ
四
番
目
の
七
日
目
（
Ⅱ
二
十
八
日
目
）
が
終
わ
ら
な
い
ま

た
か
ど
の

え
、
夜
更
け
の
午
前
一
一
時
頃
に
神
人
（
Ⅱ
神
々
し
い
姿
の
人
）
が
現
れ
て
、
西
方
か
ら
白
銀
づ
く
り
の
高
殿
を
た
ず
さ
え
て
空
中

あ
必
た
い
の
ち

に
来
た
っ
た
。
〔
夜
が
〕
明
け
て
昼
を
過
ぎ
、
〔
神
人
が
〕
告
げ
て
一
一
一
一
口
う
に
は
、
「
法
師
の
寿
が
終
わ
っ
た
な
ら
、
必
ず
こ
の
高
殿
に

ご
く
ら
く
Ｕ
よ
う
と

乗
っ
て
阿
弥
陀
国
に
往
生
し
ま
す
。
だ
か
ら
、
〔
わ
ざ
わ
ざ
、
こ
う
し
て
〕
や
っ
て
来
て
お
示
し
し
、
き
っ
と
往
生
す
る
一
」
と
を

お
知
ら
せ
す
る
の
で
す
」
と
。
〔
道
珍
禅
師
の
〕
臨
終
の
時
、
僧
侶
や
世
俗
の
人
々
は
、
皆
な
、
空
中
に
音
楽
を
奏
で
た
か
の
よ

う
な
〔
素
晴
ら
し
い
〕
音
を
耳
に
し
た
。
ま
た
〔
同
時
に
〕
、
こ
の
世
の
も
の
と
も
思
え
な
い
良
い
香
り
に
触
れ
、
数
ヶ
月
間
、

そ
の
香
り
は
消
え
な
か
っ
た
。
〔
道
珍
禅
師
巴
臨
終
の
夜
、
〔
臓
山
に
あ
る
〕
峰
頂
寺
の
僧
侶
た
ち
は
、
皆
な
、
谷
の
な
か
に
、

車
輪
ほ
ど
も
あ
る
大
き
な
松
明
の
火
が
数
十
あ
る
の
を
見
た
。

ご
く
ら
く
Ｕ
よ
う
ど

ほ
と
け
の
ぷ
ん
し
ん

古
今
を
尋
ね
調
べ
る
と
、
安
楽
世
界
に
生
ま
れ
か
わ
っ
た
と
い
う
事
例
は
一
例
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
化
仏
と
従
者
の
来

し
る
し

迎
と
い
う
霊
妙
な
瑞
を
多
く
目
に
す
る
。
も
し
一
」
れ
ら
伝
承
を
広
く
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
あ
れ
こ
れ
と
書
き
記

す
こ
と
が
で
き
な
い
〔
ほ
ど
た
く
さ
ん
あ
る
〕
。
〔
そ
こ
で
〕
道
珍
禅
師
が
こ
の
経
で
〔
霊
〕
験
が
あ
っ
た
か
ら
、
〔
こ
こ
で
は
〕
こ
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註

さ
わ
り
お
お
も
と

じ
ゅ
も
ん

「
あ
ら
ゆ
る
業
障
の
根
本
を
除
き
去
っ
て
浄
土
に
生
ま
れ
か
わ
る
た
め
の
神
呪
」
は
、
宋
の
元
嘉
年
間
（
四
一
一
四
’
四
五

三
）
の
末
年
に
、
求
那
祓
陀
が
、
再
度
、
詔
を
奉
じ
て
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
合
計
五
十
九
文
字
で
十
五
句
か
ら
成
る
。
〔
ま

ご
く
ら
ぐ

ず
〕
龍
樹
菩
薩
が
、
安
養
〔
浄
土
〕
に
生
ま
れ
か
わ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
夢
で
こ
の
呪
を
感
じ
と
っ
た
。
〔
の
ち
に
〕
耶
舎
一
二
蔵

と
な

は
、
こ
の
呪
を
調
え
、
天
平
寺
の
銃
（
発
音
は
シ
ュ
ウ
）
法
師
が
、
耶
舎
一
一
一
蔵
か
ら
こ
の
呪
を
口
伝
に
よ
っ
て
授
か
っ
た
。
そ

の
ひ
と
（
Ⅱ
耶
舎
三
蔵
）
が
一
一
一
一
口
う
に
は
、
「
こ
の
〔
呪
が
説
か
れ
た
〕
経
は
も
と
も
と
外
国
〔
で
あ
る
中
国
〕
に
は
伝
わ
っ
て
き
て

さ
お
く

い
な
い
。
〔
だ
か
ら
、
呪
を
受
持
す
る
方
法
や
そ
の
功
徳
に
つ
い
て
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
〕
Ｊ
じ
し
こ
の
呪
法
を
受
持
し
〔
て
実
践

歯
膳
き
粉

し
〕
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
楊
枝
を
噛
み
、
建
具
で
虫
ｂ
っ
て
口
を
洗
い
、
香
を
仏
前
に
焚
き
、
足
を
か
が
め
右
膝
を
地
に
つ
け

て
合
掌
し
な
さ
い
。
〔
晨
朝
・
日
中
・
日
没
・
初
夜
・
中
夜
・
後
夜
の
〕
日
夜
六
時
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
一
遍
を
調
え
る
な
ら
、

た
ち
ま
ち
四
重
・
五
逆
・
十
悪
〔
の
罪
〕
が
な
く
な
り
、
仏
教
の
方
等
の
教
え
を
冒
涜
す
る
罪
も
、
す
っ
か
り
消
え
去
り
、
こ

の
世
で
〔
自
分
が
〕
求
め
る
こ
と
は
全
て
手
に
し
て
、
悪
し
き
鬼
神
に
惑
い
乱
さ
れ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
〔
唱
え
た
〕
回

数
が
二
十
万
週
を
満
た
せ
ば
、
た
だ
ち
に
智
慧
の
は
た
ら
き
が
芽
生
え
て
い
る
の
を
感
じ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
し
三
十
万
通

に
達
す
れ
ば
、
た
だ
ち
に
阿
弥
陀
仏
を
ま
の
あ
た
り
に
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
。
「
〔
阿
弥
陀
経
不
思
議
神
力
〕
伝
』
は
、
以
上
で
終

わ
り
で
あ
る
。

せ
る
〔
こ
と
に
す
る
〕
。

の
一
件
に
つ
い
て
あ
ら
ま
し
を
述
べ
る
に
と
ど
め
、
〔
こ
れ
に
よ
っ
て
〕
後
来
の
智
者
を
啓
発
し
、
往
生
の
志
を
助
け
て
成
就
さ

（
１
）
叡
法
師
Ⅱ
僧
叡
（
生
卒
年
未
詳
）
の
こ
と
。
魏
郡
長
楽
の
人
。

鳩
摩
羅
什
（
三
四
四
～
四
一
三
、
あ
る
い
は
三
五
○
～
四
○
九
）

が
長
安
に
来
る
と
訳
業
を
助
け
、
僧
薙
と
と
も
に
鵡
魔
羅
什
門
下

の
高
弟
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
「
高
僧
伝
」
巻
六
「
憎
叡
伝
」

（
『
ｇ
‐
監
酋
－
ケ
）
な
ど
を
参
照
。

（
２
）
懲
崇
Ⅱ
「
高
僧
伝
」
巻
一
一
「
釈
玄
高
」
（
曰
ｇ
‐
②
召
、
～

思
留
）
の
う
ち
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。
玄
高
と
臨
終
期
を
同
じ
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く
し
た
際
の
霊
瑞
に
関
す
る
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

の
、
事
績
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
。

（
３
）
憎
顕
Ⅱ
俗
姓
傅
氏
、
北
地
の
人
。
晋
の
太
興
年
間
前
後
に
在
世
し

た
と
さ
れ
る
。
「
高
僧
伝
」
巻
一
一
「
竺
僧
顕
」
（
曰
ｇ
‐
題
中
す
～

。
）
を
参
照
。

（
４
）
慧
通
Ⅱ
俗
姓
未
詳
、
関
中
の
人
。
「
高
僧
伝
」
巻
二
「
釈
慧
通
」

（
扇
。
‐
患
⑭
。
）
を
参
照
。

（
５
）
実
禅
師
Ⅱ
僧
実
（
四
七
六
’
五
六
三
）
の
こ
と
。
俗
姓
程
氏
、
成

陽
霊
武
の
人
。
勒
那
摩
提
に
会
っ
て
禅
法
を
授
か
る
。
北
周
の
太
祖

に
重
ん
じ
ら
れ
、
「
三
蔵
」
と
称
さ
れ
た
。
「
続
高
僧
伝
」
巻
一
六

「
周
京
師
大
迫
遠
寺
釈
僧
実
伝
」
（
『
ｇ
‐
劇
『
Ｃ
～
囲
蟹
）
な
ど
を

参
照
。

（
６
）
量
禅
師
Ⅱ
恐
ら
く
、
「
続
高
憎
伝
」
巻
一
六
「
梁
江
州
願
山
釈
道

珍
伝
」
に
名
が
見
え
る
「
慧
景
禅
師
」
（
日
８
１
副
］
四
）
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。

（
７
）
西
河
Ⅱ
「
黄
河
の
、
山
西
省
の
西
境
を
流
れ
る
部
分
の
古
名
。
」

（
「
大
漢
和
」
巻
一
○
・
や
⑬
馬
「
西
河
」
条
）
。
曇
驚
の
出
身
地
で

あ
る
「
雁
門
」
、
道
緯
の
出
身
地
で
あ
る
「
井
州
汝
水
」
は
、
と
も

に
現
在
の
山
西
省
に
あ
た
る
。

（
８
）
鷲
法
師
Ⅱ
曇
鴬
（
四
七
六
～
五
四
二
？
）
の
こ
と
。
俗
姓
未
詳
、

雁
門
の
人
。
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
て
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
浄
土

に
往
生
す
る
こ
と
を
願
う
中
国
浄
土
教
の
開
祖
と
き
れ
る
。
著
書
に

「
往
生
論
註
」
「
讃
阿
弥
陀
仏
偶
」
が
あ
る
。
「
続
高
僧
伝
」
巻
六

「
魏
西
河
石
壁
谷
玄
中
寺
釈
曇
驚
伝
」
（
『
ｇ
‐
台
○
ｍ
～
。
）
な
ど
を

参
照
。

（
９
）
緯
禅
師
Ⅱ
道
緯
（
五
六
二
～
六
四
五
）
の
こ
と
。
俗
姓
衛
氏
、
井

州
汝
水
の
人
。
曇
驚
没
後
二
十
年
目
に
生
ま
れ
る
。
十
四
歳
で
川
家

し
、
四
十
八
歳
の
と
き
、
曇
鷲
が
住
し
た
石
壁
玄
中
寺
で
曇
鷺
の
碑

を
見
て
浄
土
教
に
帰
依
。
善
導
や
道
撫
と
い
っ
た
弟
子
を
輩
出
し
、

著
轡
に
「
安
楽
集
」
が
あ
る
。
「
続
高
僧
伝
」
巻
二
○
「
唐
井
州
玄

中
寺
釈
道
緯
伝
」
（
『
ｇ
‐
忠
⑭
（
ｉ
ｇ
ｇ
）
な
ど
を
参
照
。

（
皿
）
記
験
Ⅱ
「
し
る
し
を
書
き
し
る
す
。
」
二
大
漢
和
」
巻
一
○
・
や

患
『
「
記
験
」
条
）

（
ｕ
）
安
楽
集
Ⅱ
「
二
巻
。
道
緯
撰
。
大
正
蔵
四
七
巻
。
中
国
浄
土
教
の

開
祖
曇
彌
の
教
え
を
継
承
し
た
道
緯
の
書
。
自
己
求
道
の
体
験
か
ら

得
た
信
仰
の
書
で
、
一
代
仏
教
を
聖
浄
二
門
に
分
判
し
、
末
法
の
劣

っ
た
機
根
の
も
の
は
、
ひ
と
え
に
西
方
阿
弥
陀
仏
に
帰
依
し
て
安
楽

世
界
に
往
生
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
も
の
。
伝
に
よ
れ
ば
、
道
緯
は

四
八
歳
の
と
き
、
浬
繋
へ
の
広
業
を
す
て
、
初
め
て
浄
土
門
に
入
り
、

そ
れ
よ
り
八
四
歳
の
遷
化
ま
で
三
七
年
間
「
観
経
」
を
講
じ
た
と
い

う
。
そ
の
講
説
の
教
義
が
蒐
録
さ
れ
、
勧
信
求
往
の
本
書
と
な
っ
た

と
い
え
る
。
ま
た
、
高
弟
善
導
大
師
が
「
観
経
」
に
疏
を
作
る
基
礎

に
な
っ
た
も
の
が
本
書
と
も
い
え
る
。
」
（
鎌
田
茂
雄
編
「
中
国
仏
教

史
辞
典
」
や
。
「
安
楽
集
」
条
）
。
こ
の
ほ
か
、
「
仏
書
解
説
大
辞

典
」
第
一
巻
「
安
楽
集
」
条
（
己
・
笛
）
な
ど
も
併
せ
て
参
照
さ
れ

た
い
。
現
在
、
「
大
正
蔵
」
第
四
七
冊
（
『
ｓ
‐
念
～
隠
す
）
に
収
載

さ
れ
て
い
る
。

（
吃
）
遠
法
師
Ⅱ
慧
遠
（
三
三
四
～
四
一
六
、
あ
る
い
は
四
一
七
）
の
こ
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と
。
本
姓
間
氏
、
雁
門
嬰
煩
の
人
。
釈
道
安
に
出
会
っ
て
仏
門
に
入

る
。
太
元
九
年
（
三
八
四
）
に
臓
山
東
林
寺
に
入
り
、
以
後
三
十
年

間
臓
山
に
寵
も
っ
て
修
道
に
励
み
、
僧
俗
の
教
化
に
つ
と
め
た
。
出

家
者
が
国
家
権
力
の
外
に
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
に
撰
述
し
た

「
沙
門
不
敬
王
者
論
」
、
鳩
摩
羅
什
と
の
問
答
集
「
大
乗
大
義
章
」

の
ほ
か
、
著
書
が
多
数
あ
る
。
そ
の
伝
に
つ
い
て
は
、
「
出
三
蔵
記

集
」
巻
一
五
「
慈
遠
法
師
伝
」
（
『
圏
‐
Ｓ
淫
～
二
つ
。
）
、
「
獅
僧

伝
」
巻
六
「
釈
懲
遠
」
（
弓
ｇ
‐
断
『
Ｃ
ｌ
⑬
①
居
）
な
ど
を
参
照
。

（
旧
）
「
命
同
志
、
白
黒
有
一
百
二
十
三
人
、
立
瀞
期
於
西
方
」
Ⅱ
「
川

三
蔵
記
集
」
巻
一
五
「
慧
遠
法
師
伝
」
や
「
高
僧
伝
」
巻
六
「
釈
慧

遠
」
、
お
よ
び
、
こ
れ
ら
に
収
戦
さ
れ
た
劉
遺
民
の
立
誓
文

（
『
詔
「
－
８
句
～
二
○
四
・
『
ｇ
‐
韻
ｍ
ｃ
Ｉ
②
沼
舞
）
に
は
、
彰
城
の
劉

遺
民
・
豫
章
の
雷
次
宗
・
雁
門
の
周
続
之
・
新
察
の
畢
頴
之
・
南
陽

の
宗
炳
・
張
菜
民
・
張
季
碩
ら
が
慧
遠
を
慕
っ
て
嘘
山
に
集
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
、
そ
こ
で
、
慧
遠
は
、
元
興
元
年
（
四
○
二
）
七
月
に

般
若
台
梢
舎
の
阿
弥
陀
仏
像
の
前
で
斎
を
営
ん
で
誓
願
を
立
て
、
彼

ら
を
含
む
同
志
百
二
十
三
名
と
も
ど
も
西
方
浄
土
に
生
ま
れ
よ
う
と

決
意
し
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
皿
）
珍
禅
師
Ⅱ
釈
道
珍
（
生
卒
年
未
詳
）
の
こ
と
。
道
珍
の
伝
は
、

「
続
高
僧
伝
」
巻
一
六
「
梁
江
州
願
山
釈
道
珍
伝
」
（
『
ｇ
‐
③
ｇ
Ｃ
ｉ

副
尽
）
や
「
往
生
西
方
浄
土
端
応
伝
」
「
道
珍
禅
師
第
三
」

（
弓
ｍ
－
１
Ｓ
さ
）
な
ど
に
出
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
、

「
阿
弥
陀
経
不
思
議
神
力
伝
」
に
見
ら
れ
る
鑑
験
諏
を
そ
の
内
容
と

す
る
。
出
自
を
含
め
て
、
道
珍
の
事
繊
に
つ
い
て
は
全
く
伝
わ
っ
て

い
な
い
。

（
旧
）
七
京
華
Ⅲ
七
宝
で
で
き
た
華
。
七
宝
と
は
七
繩
の
宝
石
の
こ
と
で

あ
る
が
、
経
論
に
よ
り
異
説
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
仏
説
無
最
寿

経
」
巻
上
に
は
「
其
の
仏
国
土
は
、
自
然
の
七
宝
、
金
・
銀
・
琉

璃
・
珊
瑚
・
嘘
珀
・
車
礫
・
蒋
瑠
、
合
成
し
て
地
と
為
す
。
（
其
仏

国
土
、
自
然
七
宝
、
金
銀
琉
璃
珊
瑚
暁
珀
車
礫
鴫
璃
、
合
成
為

地
。
）
」
（
『
巳
‐
日
◎
色
）
と
あ
り
、
「
金
・
銀
・
瑠
璃
・
珊
瑚
・
晩

珀
・
碑
礫
・
聡
珊
」
の
七
敵
が
「
七
宝
」
と
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
の

説
に
つ
い
て
は
「
中
村
」
や
・
巴
「
七
宝
」
条
を
参
照
。

（
Ｍ
）
阿
弥
陀
経
及
呪
Ⅱ
「
阿
弥
陀
経
不
思
議
神
力
伝
」
の
原
型
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
「
往
生
西
方
記
験
」
（
日
ｇ
‐
后
堂
蝕
～
す
）
を
は
じ

め
、
「
往
生
西
方
記
験
」
に
先
行
す
る
と
思
わ
れ
る
「
続
高
憎
伝
」

（
日
ｇ
‐
割
○
（
］
～
副
一
ｍ
）
や
一
往
生
西
方
浄
土
端
応
伝
」

（
日
日
１
ｓ
産
）
の
道
珍
伝
に
は
、
「
呪
」
の
字
は
見
ら
れ
な
い
。

後
川
の
「
日
夜
専
緬
弥
陀
経
及
呪
」
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
道
珍
が
未
だ
読
緬
し
て
い
な
い
と
い
う
理
川
か
ら
乗
船
を
断

ら
れ
、
そ
の
後
ひ
た
す
ら
読
緬
し
つ
づ
け
た
の
は
、
元
来
、
「
仏
説

阿
弥
陀
経
」
だ
け
で
あ
っ
た
。
「
阿
弥
陀
経
」
の
語
の
あ
と
に

「
呪
」
字
が
挿
入
さ
れ
て
く
る
背
景
に
は
、
「
仏
説
阿
弥
陀
経
」
の

流
布
と
と
も
に
「
得
生
浄
土
神
呪
」
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
重
要
性
が
次
第
に
高
ま
っ
て
き
た
と
い
う
事
情
が
予
想
さ

れ
る
。

（
Ⅳ
）
四
更
Ⅱ
「
夜
間
を
五
更
に
分
け
た
其
の
第
四
、
即
ち
午
前
二
時
。

丁
夜
。
」
（
「
大
漢
和
」
巻
三
・
や
『
「
四
更
」
灸
）
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（
通
）
白
銀
台
Ⅱ
「
往
生
西
方
浄
土
端
応
伝
」
「
道
珍
禅
師
第
三
」
に
は
、

「
白
銀
楼
台
」
と
あ
る
（
月
日
‐
Ｓ
二
ケ
）
。
こ
こ
で
は
、
「
往
生
西
方

浄
土
端
応
伝
」
の
記
載
に
拠
っ
て
「
台
」
を
「
楼
台
」
と
解
釈
し
て

お
く
。

（
⑲
）
峰
頂
寺
Ⅱ
「
続
高
僧
伝
」
巻
一
六
「
梁
江
州
廠
山
釈
道
珍
伝
」
の

条
に
は
、
道
珍
伝
に
つ
づ
い
て
、
法
帰
と
い
う
僧
侶
の
伝
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
「
時
此
山
峰
頂
寺
有
法
帰
禅
師
者
。
本
住

褒
陽
漢
陰
。
出
家
昧
静
為
務
、
感
夢
有
神
来
請
、
遂
往
臘
山
遊
歴
諸

処
」
云
々
と
あ
り
（
『
ｇ
‐
囲
匠
）
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
峰
頂
寺
が
臘

山
山
中
の
寺
院
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
た
と
え

ば
、
「
続
高
僧
伝
」
巻
二
七
「
附
九
江
願
山
沙
門
釈
大
志
伝
」
に
は

「
開
皇
十
年
、
来
遊
臓
岳
住
峰
頂
寺
」
（
弓
ｇ
‐
①
笛
す
）
と
あ
り
、
「
臓

山
記
」
に
は
「
峰
頂
院
」
に
関
す
る
比
較
的
詳
し
い
記
載
が
見
え
る

（
日
日
‐
Ｅ
ぎ
す
）
。
「
噸
山
記
一
に
「
峰
頂
院
」
と
記
さ
れ
る
こ
の

寺
院
も
、
こ
こ
に
所
謂
「
峰
頂
寺
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
仏
光
大

辞
典
」
「
臆
山
」
条
に
は
、
「
至
梁
代
、
法
帰
於
榔
筆
峰
創
建
峰
頂

寺
」
と
い
う
若
干
の
解
説
が
見
ら
れ
る
（
７
巻
で
。
①
３
『
‐
中
段
）
。

（
釦
）
来
哲
Ⅱ
「
後
来
の
智
者
。
」
（
「
大
漢
和
」
巻
一
さ
・
『
ｓ
「
来

哲
」
条
）

（
幻
）
抜
一
切
業
陣
根
本
得
生
浄
土
神
呪
者
…
Ⅱ
た
と
え
ば
、
南
宋
期
編

集
の
「
楽
邦
文
類
」
で
は
、
巻
一
で
「
抜
一
切
業
陣
根
本
得
生
浄
土

神
呪
」
が
採
録
き
れ
（
忌
司
‐
］
＄
、
～
ず
）
、
「
阿
弥
陀
経
不
思
議
神

力
伝
」
の
こ
の
箇
所
今
抜
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
神
呪
者
」
～

「
即
面
見
阿
弥
陀
仏
」
）
と
同
じ
文
章
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
「
楽
邦
文
類
’
一
は
、
「
抜
一
切
業
陣
根
本
得
生
浄
土
神
呪
者
」
か

ら
「
即
面
見
阿
弥
陀
仏
」
迄
の
あ
い
だ
に
、
四
十
七
字
の
功
徳
文
を

挿
入
し
、
「
即
面
見
阿
弥
陀
仏
」
の
あ
と
に
、
十
五
句
五
十
九
字
の

「
得
生
浄
土
神
呪
」
が
つ
づ
く
と
い
う
構
成
を
と
る
。

（
犯
）
龍
樹
菩
薩
願
生
安
養
、
夢
感
此
呪
…
Ⅱ
既
に
「
解
説
」
で
も
触
れ

た
が
、
「
阿
弥
陀
経
不
思
議
神
力
伝
」
の
「
龍
樹
菩
薩
願
生
安
養
、

夢
感
此
呪
」
か
ら
「
悉
得
滅
除
」
迄
の
文
章
は
、
若
干
の
異
同
が
見

ら
れ
る
も
の
の
、
敦
僅
文
書
ス
タ
イ
ン
本
三
一
七
に
見
え
る
「
無
獄

寿
仏
説
往
生
浄
土
呪
」
に
速
写
さ
れ
た
文
章
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る

（
「
敦
煙
」
第
一
一
一
冊
己
・
器
下
段
・
目
、
‐
⑭
冷
す
）
。
こ
こ
に
記
さ
れ

た
よ
う
な
文
章
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
新
た
に
手
を
加
え
て
作
ら
れ

た
も
の
が
、
こ
の
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
「
龍
樹
菩

薩
願
生
安
養
、
夢
感
此
呪
」
の
出
典
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

（
蝿
）
龍
樹
菩
薩
Ⅱ
龍
樹
（
二
～
三
世
紀
頃
）
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
。

中
観
派
の
開
祖
で
、
大
乗
仏
教
思
想
の
哲
学
的
理
論
づ
け
を
は
じ
め

て
行
な
っ
た
。
そ
の
著
書
は
、
「
中
論
」
を
は
じ
め
多
数
あ
る
。
ま

た
、
「
大
智
度
論
」
「
十
二
門
論
」
も
彼
の
著
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

龍
樹
の
伝
に
つ
い
て
は
、
「
龍
樹
菩
薩
伝
」
（
『
９
１
』
患
ケ
ー
扇
①
烏
）

な
ど
を
参
照
。

（
型
）
耶
舎
三
蔵
Ⅱ
求
那
肱
陀
羅
が
中
国
に
入
る
十
数
年
ま
え
か
ら
、
鳩

摩
羅
什
を
助
け
て
訳
経
に
従
事
し
て
い
た
仏
陀
耶
舎
（
ブ
ッ
ダ
ャ
シ

ャ
、
生
卒
年
未
詳
）
な
ど
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
だ

が
、
既
に
「
望
月
」
「
阿
弥
陀
呪
」
条
（
Ｐ
。
）
で
指
摘
さ
れ
る
と

お
り
、
天
平
寺
（
注
芭
と
の
関
係
か
ら
し
て
、
那
連
提
黎
耶
舎
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（
ナ
レ
ン
ド
ラ
ャ
シ
ヤ
ス
、
四
九
○
－
五
八
九
）
と
す
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。
那
連
捉
黎
耶
舎
（
以
下
、
「
那
迎
提
耶
舎
」
と
略
記
）

は
、
北
イ
ン
ド
の
人
。
天
保
七
年
（
五
五
六
）
四
十
歳
の
と
き
、
北

召
よ
う

斉
の
郷
（
現
在
の
河
南
省
臨
揮
県
の
西
南
）
に
到
り
、
文
一
旦
帝
の

帰
依
を
受
け
て
天
平
寺
で
訳
経
に
従
事
す
る
。
北
周
の
廃
仏
の
際
に

は
難
を
逃
れ
、
鯖
の
仏
教
復
興
に
伴
っ
て
、
開
皇
二
年
（
五
八
二
）
、

大
典
藩
寺
に
入
り
、
訳
経
を
再
開
し
た
。
訳
出
経
典
に
は
、
「
大
集

月
蔵
経
」
な
ど
が
あ
る
。
伝
に
つ
い
て
は
、
『
続
筒
憎
伝
」
巻
二

「
附
西
京
大
典
懇
寺
北
天
竺
沙
門
那
迎
耶
舎
伝
」
（
『
ｇ
‐
』
麓
画
～

虜
馨
）
な
ど
を
参
照
。

（
庵
）
天
平
寺
Ⅱ
た
と
え
ば
、
「
広
弘
明
染
」
巻
二
に
は
「
興
和
二
年
、

詔
以
郷
城
旧
宮
為
天
平
寺
」
（
『
紐
１
ｓ
一
・
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

興
和
二
年
（
五
四
○
）
、
熟
に
あ
っ
た
か
っ
て
の
宮
殿
を
、
詔
に
よ

っ
て
改
築
し
創
建
し
た
の
が
、
天
平
寺
で
あ
る
。
ま
た
、
「
大
唐
内

典
録
」
巻
四
（
『
閉
‐
圀
○
。
）
な
ど
に
よ
れ
ば
、
那
連
提
耶
舎
は
、

天
保
八
年
（
五
五
七
）
に
「
凡
燈
三
味
経
」
を
、
同
九
年
に
は
「
大

悲
経
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
こ
で
訳
出
し
て
い
る
。
恐
ら
く
、
北
周
の

廃
仏
以
前
に
那
連
提
耶
舎
が
訳
経
の
拠
点
と
し
た
寺
院
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
所
謂
「
天
平
寺
」
と
は
、
郷
の
天
平
寺
の
こ
と
を
指
す
の
で

あ
ろ
う
。

（
鋼
）
錆
法
師
Ⅱ
那
連
提
耶
舎
三
蔵
と
鑑
法
師
と
の
あ
い
だ
で
神
呪
の
授

受
が
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
碓
認

で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
、
「
銃
法
師
」
の
名
は
、
大
蔵
経
所
収
の
経

典
類
に
他
出
し
て
お
ら
ず
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。

実
在
の
人
物
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
き
え
疑
わ
し
く
、
し
た
が
っ
て
、

那
連
提
耶
舎
三
蔵
が
鋸
法
師
に
神
呪
を
授
け
た
と
さ
れ
る
柵
は
、
神

呪
を
権
威
づ
け
る
た
め
に
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
可
能
性

が
高
い
。

（
”
）
其
人
云
…
Ⅱ
「
云
」
字
の
係
り
が
、
「
経
本
外
国
不
来
」
の
一
句

だ
け
で
あ
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
ま
た
、
「
英
人
」
が
「
耶

舎
三
蔵
」
を
指
す
の
か
、
「
鋸
法
師
」
を
指
す
の
か
も
判
然
と
し
な

い
。
こ
こ
で
は
、
「
興
人
」
が
「
耶
舎
三
蔵
」
の
こ
と
で
あ
る
と
考

え
て
解
釈
し
て
お
く
。

（
鑓
）
操
豆
Ⅱ
「
豆
の
粉
に
薬
品
を
加
え
て
作
っ
た
洗
い
粉
。
」
（
「
大
漢

和
」
巻
七
・
や
巴
、
「
操
豆
」
条
）

（
豹
）
六
時
Ⅱ
昼
夜
六
時
と
も
い
う
。
｜
昼
夜
を
六
つ
に
分
け
た
時
刻
。

農
朝
・
日
中
・
日
没
・
初
夜
・
中
夜
・
後
夜
。
｜
・
中
村
」
や
屡
巴
、

「
大
漢
和
」
巻
二
・
℃
・
＄
「
六
時
」
条
参
照
。

（
釦
）
四
重
Ⅱ
「
中
村
」
や
○
侭
「
四
砿
」
条
仁
は
「
四
亜
罪
・
凹
亜
禁

戒
の
略
」
と
あ
り
、
同
ペ
ー
ジ
「
四
亟
罪
」
条
に
は
「
嬢
戒
と
盗
戒

と
殺
人
戒
と
大
妄
語
戒
を
犯
す
罪
。
す
な
わ
ち
、
①
女
性
と
通
ず
る

こ
と
。
②
（
他
人
の
所
有
物
を
）
盗
む
こ
と
。
③
人
を
殺
す
こ
と
。

①
自
分
は
聖
者
で
あ
る
と
い
っ
て
う
そ
を
つ
く
こ
と
（
仏
道
修
行
上

の
あ
る
段
階
に
達
し
て
い
な
い
の
に
、
そ
の
資
格
が
あ
る
と
吹
聴
し

て
、
他
人
か
ら
の
尊
敬
、
供
養
を
受
け
る
こ
と
）
。
以
上
の
四
つ
の

重
い
罪
。
比
丘
が
こ
れ
を
犯
す
と
教
団
追
放
と
な
る
」
と
あ
る
。

（
瓠
）
五
逆
Ⅱ
「
五
つ
の
逆
罪
。
五
種
の
簸
罪
。
ま
た
五
逆
罪
と
も
い
う
。

五
つ
の
内
容
と
し
て
数
祇
の
税
が
あ
る
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
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は
、
①
母
を
殺
す
こ
と
、
②
父
を
殺
す
こ
と
、
③
聖
者
（
阿
羅
漢
）

を
殺
す
こ
と
、
①
仏
の
身
体
を
傷
つ
け
て
出
血
さ
せ
る
こ
と
、
⑤
教

団
の
和
合
一
致
を
破
壊
し
、
分
裂
さ
せ
る
こ
と
、
の
五
つ
の
罪
を
あ

げ
る
。
（
イ
ン
ド
の
原
文
で
は
母
・
父
の
順
で
あ
る
が
、
中
国
・
日

本
で
は
父
・
母
の
順
に
改
め
ら
れ
た
。
）
こ
れ
は
無
間
地
獄
に
堕
ち

る
罪
で
あ
る
か
ら
、
五
無
間
業
と
も
い
う
。
こ
れ
と
関
遮
す
る
も
の

に
七
逆
が
あ
る
。
」
（
「
中
村
」
や
駅
『
「
五
逆
」
条
）

（
鑓
）
十
懇
Ⅱ
た
と
え
ば
、
「
受
十
瀞
戒
経
」
「
十
悪
業
品
第
こ
に
は

「
十
悪
業
者
、
一
殺
生
業
、
二
愉
盗
業
、
三
婬
欲
業
、
四
妄
語
業
、

五
両
舌
業
、
六
悪
口
業
、
七
綺
語
業
、
八
食
欲
業
、
九
臓
患
業
、
十

愚
痴
業
」
（
曰
蟹
１
ｓ
囲
凹
）
と
あ
り
、
「
殺
生
・
倫
盗
・
婬
欲
・
妄

語
・
両
舌
（
二
枚
舌
）
・
悪
口
・
綺
語
（
ざ
れ
ご
と
）
・
食
欲
・
愼

謹
・
愚
擬
」
が
十
の
悪
業
と
き
れ
て
い
る
。
「
中
村
」
宮
⑤
巴
「
十

悪
」
条
参
照
。
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と
ぎ
わ
ざ
し
ん

あ
き
や
夫
い
ち
げ
人

常
盤
義
伸
一
九
一
一
五
年
富
山
県
生
十
ま
れ
。
京
都
大
学
卒
業
。
朝
山
一
玄
一
九
五
九
年
島
根
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
大

花
園
大
学
名
誉
教
授
。

学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
ｃ
島
根
県
観
音
寺
住

職
。
妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
委
員
。

い
そ
だ
も
り
ふ
み

磯
田
煕
文
一
九
一
二
八
年
静
岡
県
生
ま
れ
。
東
北
大
学
大
学
と
く
し
げ
か
ん
ど
う

院
博
士
課
程
単
位
取
得
。
東
北
大
学
名
誉
教
授
。
徳
重
寛
道
一
九
六
六
年
北
海
道
生
ま
れ
。
北
海
道
大
学
大

学
院
修
士
課
程
修
了
。
北
海
道
明
心
寺
住
職
。

よ
し
鱈
こ
う
へ
い

圭
口
田
公
平
一
九
四
一
一
年
宮
城
県
生
ま
れ
。
東
北
大
学
大
学

妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
委
員
。

院
博
士
課
程
中
退
。
東
洋
大
学
文
学
部
教
授
。

ひ
ろ
た
そ
う
Ⅳ
人

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
所
長
。
文
学
博
士
廣
田
宗
玄
一
九
六
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
花
園
大
学
大
学

（
広
島
大
学
）

院
博
士
課
程
修
了
。
兵
庫
県
順
心
寺
住
職
。
妙

心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
委
員
。
花
園

ふ
じ
も
と
ゆ
う
じ

藤
一
兀
裕
一
一
一
九
七
八
年
千
葉
県
生
ま
れ
。
学
習
院
大
学
大

大
学
非
常
勤
講
師
ｃ
博
士
（
文
学
・
花
園
大
学
）

学
院
博
士
課
程
在
学
。
妙
心
寺
派
東
京
禅
セ
ン
や
だ
こ
う
は
ん

タ
ー
研
究
員
。

矢
多
弘
範
一
九
七
○
年
大
分
県
生
ま
れ
。
東
洋
大
学
卒
業
。

大
分
県
曹
源
寺
住
職
。
妙
心
寺
派
教
化
セ
ン

な
み
き
ゅ
う
芯

並
木
優
記
一
九
五
○
年
東
京
都
生
十
ま
れ
。
学
習
院
大
学
大

タ
ー
教
学
研
究
委
員
。

学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
。
東
京
都
金
龍
寺
住
ほ
ん
篭
ど
う
り
鋤
う

職
。
妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
委
員
。
本
多
道
隆
一
九
七
六
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
広
島
大
学
大
学

院
博
士
課
程
修
了
。
大
阪
府
梅
松
院
副
住
職
。

の
ぐ
ち
ぜ
ん
け
い

野
口
善
敬
一
九
五
四
年
福
岡
県
生
今
ま
れ
。
九
州
大
学
大
学

妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
委
員
。
博

院
博
士
課
程
中
退
。
福
岡
県
長
性
寺
住
職
。
妙

士
（
文
学
・
広
島
大
学
）

心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
委
員
。
博
士

（
文
学
・
東
洋
大
学
）

【
執
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
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こ
こ
に
一
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
』
第
五
号
が
無
事
刊
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

花
園
大
学
名
誉
教
授
・
常
盤
義
伸
先
生
、
東
北
大
学
名
誉
教
授
・
磯
田
煕
文
先
生
、
東
洋
大
学
教
授
・
吉
田
公
平
先

生
に
は
お
忙
し
い
中
玉
稿
を
賜
り
、
学
習
院
大
学
大
学
院
博
士
課
程
在
学
中
の
藤
本
裕
二
氏
に
は
意
欲
的
な
論
考
を
投

稿
し
て
頂
き
ま
し
た
。

多
彩
な
内
容
を
織
り
込
み
つ
つ
滞
り
な
く
発
刊
で
き
ま
し
た
の
も
、
偏
に
執
筆
者
各
位
の
周
到
な
準
備
と
購
読
者
各

位
の
ご
支
持
、
関
係
各
位
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
存
じ
上
げ
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

激
動
の
時
代
の
流
れ
に
あ
っ
て
、
宗
門
に
於
い
て
も
、
自
ら
の
拠
っ
て
立
つ
べ
き
本
来
的
な
姿
を
見
失
い
が
ち
に
な

っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
ぜ
ら
る
る
昨
今
。
こ
の
「
教
学
研
究
紀
要
』
は
、
禅
学
の
基
礎
的
研
究
を
宗
門
人
自
ら
の
手

で
微
力
な
が
ら
真
塾
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
一
度
「
禅
の
原
点
」
を
歴
史
・
思
想
・
文
化
な
ど
、
様
々
な
角
度
か

ら
真
剣
に
問
い
直
し
、
学
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
宗
門
人
の
育
成
と
本
派
僧
侶
の
研
究
発
表
の
場
と
し
て
活
用
す
べ
く
創

刊
さ
れ
ま
し
た
。

幸
い
に
し
て
、
号
を
重
ね
る
ご
と
に
そ
の
存
在
意
義
も
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
論
文
投
稿
に
つ
い
て
の
照

会
も
寄
せ
ら
れ
始
め
、
宗
門
内
に
「
禅
」
の
教
学
研
究
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
る
良
き
刺
激
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
一
方
、
こ
の
よ
う
に
本
誌
が
徐
々
に
浸
透
す
る
中
で
、
様
々
な
課
題
も
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
編
集
後
記
】
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｜
定
以
上
の
学
術
的
水
準
維
持
の
た
め
の
投
稿
論
文
の
掲
載
基
準
の
確
立
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
充
た
す
た
め
の
査
読
体

制
の
充
実
。
ま
た
、
掲
載
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
投
稿
執
筆
者
へ
の
対
処
方
法
な
ど
、
こ
れ
ら
は
早
急
に
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
安
定
的
し
た
編
集
作
業
の
た
め
の
事
務
の
効
率
化
な
ど

の
点
も
、
引
き
続
き
改
善
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
宗
門
の
若
い
学
僧
か
ら
の
投
稿
が
あ
ま
り
多
く
な
い
と
い
う
の
が
残
念

な
こ
と
で
あ
り
、
投
稿
者
の
裾
野
を
ど
う
拡
げ
て
行
く
か
が
本
誌
の
成
熟
化
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

初
学
者
も
勇
気
を
持
ち
、
こ
の
「
教
学
研
究
紀
要
」
に
対
し
て
果
敢
に
挑
戦
し
て
頂
き
た
く
、
積
極
的
な
投
稿
を
願
っ

て
止
み
ま
せ
ん
。

な
お
、
創
刊
号
以
来
、
臨
済
宗
で
広
く
読
調
さ
れ
て
い
る
陀
羅
尼
（
呪
）
の
内
容
の
把
握
と
意
義
の
究
明
を
目
指
し
、

そ
れ
ら
陀
羅
尼
が
記
載
さ
れ
て
い
る
典
拠
た
る
べ
き
「
陀
羅
尼
経
典
」
の
輪
読
会
を
継
続
的
に
行
い
、
訳
注
論
文
と
し

て
本
誌
上
に
発
表
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
教
学
研
究
委
員
会
と
し
て
の
独
自
課
題
の
一
つ
で
あ
り
ま
し
た
が
、

五
年
目
に
し
て
一
通
り
の
輪
読
が
終
了
し
た
の
を
期
に
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
再
検
討
し
て
一
冊
に
纏
め
る
作
業
が
精
力

的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
秋
に
も
禅
文
化
研
究
所
（
京
都
）
よ
り
発
刊
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
期
待

下
さ
い
。

最
後
で
す
が
、
今
号
の
編
集
作
業
に
当
た
り
、
教
化
セ
ン
タ
ー
の
羽
賀
浩
規
師
に
は
事
務
全
般
の
労
を
煩
わ
せ
ま
し

た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
徳
重
寛
道
記
）
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自
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
』
論
文
執
筆
要
項
】

《
テ
ー
マ
》

《
枚
数
》

《
書
式
》

《
応
募
先
》

《
締
め
切
り
》

《
発
刊
》

臨
済
宗
を
中
心
と
し
た
禅
宗
に
関
す
る
も
の
。

（
た
だ
し
、
仏
教
全
般
に
亙
る
内
容
で
、
宗
学
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
認
め
る
。
）

原
稿
用
紙
四
十
枚
程
度
（
注
を
含
む
）

・
本
文
は
日
本
語
と
す
る
。

・
縦
書
き
を
原
則
と
す
る
。
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
等
の
資
料
を
中
心
と
し
た
論
文
の
場
合
は
、
横
書
き
も
認
め
る
。
）

・
本
文
・
資
料
共
に
漢
字
は
原
則
と
し
て
当
用
漢
字
を
用
い
る
。

・
資
料
と
し
て
響
き
下
し
文
を
用
い
る
場
合
、
仮
名
過
い
は
新
旧
任
意
と
す
る
。

・
資
料
を
口
語
訳
し
た
場
合
に
は
必
ず
原
文
を
付
す
。

・
ワ
ー
プ
ロ
の
場
合
は
、
打
ち
出
し
原
稿
と
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー
を
提
出
の
こ
と
。

〒
六
一
六
－
八
○
三
五
京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
川
六
四

妙
心
寺
派
宗
務
本
所
教
化
セ
ン
タ
ー
Ⅷ
○
七
五
’
四
六
一
一
一
－
三
一
二
一
㈹

※
封
筒
の
表
に
「
紀
要
原
稿
在
中
」
と
明
記
の
こ
と
。

毎
年
十
二
月
末
日
（
厳
守
）

※
封
筒
の
表
に
「

毎
年
十
二
月
末
日

翌
年
四
月
（
予
定
）
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臨
済
宗
妙
心
寺
派

教
学
研
究
紀
要
第
五
号

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日
発
行

発
行
人

細
景

１

編
染
妙
・
心
寺
派
宗
務
本
所
教
化
セ
ン
タ
ー

印
刷
所

中
村
印
刷
株
式
会
社

発
行
所

妙
心
寺
派
宗
務
本
所
教
化
セ
ン
タ
ー

〒
六
一
六
－
八
○
三
五

京
都
市
右
京
区
花
圃
妙
心
寺
町
六
十
四

電
話
（
○
七
五
）
四
六
三
１
一
一
一
一
二
一
㈹

1ＳＳＮ1348.3455


